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! 脚 5月の納税は鴨 i 
i 襲撃波係長食税の1翼草分で1"
i fc里民義主主員事義務務芸能の主主殺が持議iとおζなえるよ i 
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投
票
率
は
八

0
・
九
パ

投
樹
制
抑
中
川
陥
入
。
、
九
パ
ー
セ

ン
ト
明
、
州
刑
制
問
〈
開
閉
和
三
十
七
得

附
問
問
月
〉
の
八
ぷ
パ
ー
セ
ン
ト
に

は
淡
び
ま
せ
ん
で
し
た
n

鶴
間
冨
哨
ば
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
繁
一
小
学
綿
弘
明
醗
滋
明
、
お
乙
な

わ
れ
、
午
後
十
瞬
時
に
は
十
五
殺

の
当
選
者
M
V
淡
ま
ち
ま
し
た
。

立
候
協
同
翁
は
十
七
名
で
、
当

期
理
期
唱
の
う
ち
十
名
が
品
関
委
員
、

叩
鳥
島
鳴
が
殺
人
で
し
た
。

議
用
岡
市
り
何
世
冊
閣
は
一
二
年
で
選
挙

さ
れ
ど
委
員
十
五
名
の
ほ
か
、
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セ

ン

ト

推
掛
掃
に
よ
っ

て
七
名
が
滋

ば
れ
ま
す
。

と
れ
は
淡
鋭

か
ら
公
務
、

総
談
会
の
推

せ
ん
匁
袋
、

災
淡
柏
窓
口
か

ち
}
名
と
な

っ
て
い
ま

す。
当
滋
榊
官
の

得
議
数
、
協
同

商
鋼
一
約
制
加
の
役

糊
嫡
酬
や
な
ど
は

瀦
慌
の
と
お
も
ワ

P
恥
歩
。
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消
防
関
長
記
津
川
通
雄
民

栓
久
間
忠
縛
氏
が
静
佳

消
柑
料
開
凶
闘
開
校
久
側
関
醐
出
掛
間
出
向
山
同

椀
閉
鎖
本
例
怖
の
綾
田
闘
を
機
会
託
、

一
一
一
自
川
一
以
十
一
日
間
長
を
辞
任
し

ま
し
た
@
そ
ζ

で
口
組
抽
出
回
役
悶
周

会
議
で
は
、
た
ど
ち
に
後
任
を

湘
樹
海
し
、
副
期
間
関
長
油
仲
間
間
滞
閣
総
ぬ

を
新
消
防
防
長
に
幾
樹
闘
す
る
ζ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
前
向
闘
常
時
杭

ζ
m
w
淡
路
に
も
と
，
つ
い
て
m
悶
月

門
関
川
刊
で
問
問
出
品
を
消
防
間
後

κ

参
議
統
選
挙
の
公
示
読
に

申
識
は
薄
日
受
付
け
ま
す
。

対
同
り
て
紛
争
、
閣
暗
殺
が
行
な
わ

れ
る
か
ら
と
い
っ
て
特
に
南
講

総
務
を
も
う
け
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
か
ら
で
す
。

七
月
初
旬
に
お
ζ
な
わ
れ
る

予
定
の
参
議
後
滋
滋
盟
聴
診
は
、

昨
年
九
月
十
五
副
総
滋
し
た
釜

本
選
挙
人
名
縛
と
、
湘
聴
器
幌
市
財
八
誠

一
不
の
あ
っ
た
前
倒
ま
で
受
付
け

た
然
光
滋
数
人
名
機
登
録
申
議

寄
付
舗
に
綴
殺
す
る
摘
発
選
挙
人

名
簿
mw
一
一
鵠
揮
で
お
と
な
い
ま

す。
防
相
仲
六
月
十
五
材
開
内
以
降
本
燃

に
転
居
さ
れ
た
潟
、
ま
た
十
二

月
二
十
日
以
降
民
総
ス
ナ
才
に

な
ら
れ
た
万
場
で
、
ま
だ
捕
前
充

選
挙
人
名
簿
後
綴
の
市
閉
し
山
間
を

し
て
い
な
い
ガ
は
す
ぐ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

湖
融
機
人
名
簿
に
名
前
が
諮
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
選
挙
指
摘
が
あ

っ
て
も
投
票
が
山
糾
祭
ま
ぜ
ん
。

愉
問
先
選
挙
人
名
簿
畿
銀
の
参

議
院
議
員
選
捗
の
必
然
が
さ

れ
て
か
ら
僚
出
き
れ
た
殺
も
た

と
え
選
挙
織
が
あ
叩
て
も
参
議

拘
隣
髄
糊
昌
践
の
投
開
制
が
で
き
ま
せ

ん。

主事)11;時l狗防援

人

録
時

愛
知

簿

橋

名
摘
発
湖
制
緩
人
収
刺
繍
の
剖
綿
製
開
掛

川
口
が
絞
め
ら
れ
ま
し
た
。

側
斜
曲
撤
刊
問
時
同
行
な
わ
れ
よ
う
と

す
る
滋
組
事
mw
公
示
ま
た
は
品
自
然

の
お
と
な
与
ま
し
た
e

ιれ
は
、
油
開
発
滋
挙
人
翁
簿

登
録
の
申
し
山
削
を
ん
縛
口
問
{
ふ
ふ
開
明

司
同
午
後
、
門
口
嗣
隅
門
持
者
機
く
〉
同
文
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任
命
し
ま
し
た
。

際
競

H
総
務
、
災
孫
子
前
町
我

割問
Z
T
一
一
双
ハ
〉
ハ
〉
務
地
、
生
年
同
月

同
国
大
政
側
年
十
一
一
月
二
十
開
問

昨
日
後
、
滋
灘
、
農
業
開
閉
和
十

二
待
相
料
開
部
子
町
消
防
団
に
入
関

務
議
氏
再
出
る
e

関
紬
貯
綱
策
の
磁
案

と
綴
絡
を
募
袋

十
品
録
十
月
一
日
に
刊
行
な
わ
れ

る
間
同
融
持
制
調
官
震
の
広
報
の
た
め
、

ポ
ス
タ
ー
間
関
祭
と
側
関
綴
巷
次
の

と
お
h
察
曲
掃
し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
虫
!
総
臨
時

①

A
2判、

E
Z創
刊
の
大
き
き

で
、
品
口
は
一
成
品
目
以
内
と
す
る
。

③
耐
縮
図

κは
叶
第
十
陵
」
「
減

数
綴
緩
い
「
悶
和
問
ト
年
十
月

一
日
終
」
「
総
調
理
府
仲
間
則
前
悶
胤
い
の

交
字
を
必
ず
入
れ
る
に
と
。

③
佳
一
院
、
出
向
名
争
議
一
織
に
お
入

す
る
。

@
部
門
は
一
般
、
中
学
、
小
学

の一一一部

品W
締
め
切
り
は
五
月
一
二
十
4

日

棚
慨
概
閥

。
一
務
揃
棋
は
が
き
を
用
い
、
一
枚

に
一
点
出
船
入
、

品W
舟
民
一
険
、
垣
内
名
を
は
っ
き
・
9
幾

J
e

、
@
締
め
切
り
は
双
同
月
十
引
品
目
日
、

応
募
作
品
の
滋
付
先
叫
砧
策
家

穏
や
込
臨
刷
附
院
内
側
制
緩
出
制
統
計
田
紺

く
わ
し
い
と
と
に
つ
い
て
は

後
数
時
腕
偽
制
緩
へ
お
た
ず
ね
く
だ

幸
い
。
出
尚
動
患
の
提
出
蛍
緩
倹

質
経
保
険
へ
総
入
を

自
動
車
に
叫
抽
出
回
数
縁
側
関
務
総

償
糞
任
問
部
品
聞
の
深
約
を
錦
靭
魁
制
す

る
ζ
と
が
絞
刷
伸
明
、
幾
務
づ
け
ち

れ
て
い
ま
す
。
と

ω保
険
は
、

人
身
樹
嚇
殺
を
怒
ζ
し
た
際
の
被

線
設
に
対
す
る
個
損
害
筋
論
闘
を
磯

剛
体
す
る
た
診
の
毛
市
り
で
、
感
齢
制

裁
保
有
者
と
し
て
は
、
ぜ
ひ
加

入
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
れ
ざ

と
い
う
と
き
に
腐
る
と
と
に
な

ち
ま
す
。
入
品
吋
噺
市
放
者
相
臨
ζ

せ

ば
同
協
悼
と
ん
ど
の
場
合
〈
た
と
え

制
刑
務
炎
径
脅
開
問
わ
れ
な
い
と
き

で
も
〉
務
総
務
総
が
慎
害
賠
償

の
潔
州
問
者
災
う
ζ
と
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

と
と
ろ
が
、
ほ
か
の
街
中
輔
閉
山
W

出
向
動
車
の
費
筏
加
入
拳
は
後
パ

ー
セ
ン
ト
に
近
い
の
氏
、
制
時
点
特

融
制
率
の
加
入
車
は
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
A

自
に
す
ぎ
立
川
百
ん
。
経
由
回

数
率
争
終
っ
て
い
る
方
は
、
保

酷
間
契
約
の
総
統
争
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
ど
き
い
a

419 



な

い

と

き

は

、

ご

E
事

亀

陵

…

小

作

料

松

雪

道

の

警

議

す

る

場

合

不

履

行

主

援

す

る

ζ

と
は
で
一
川
一
}
¥
行
襲
。
か
斡
一

液

ら

な

い

そ

の

雪

を

欠

く

と

言

、

?3ま
せ
ん
が
、
警
雪
量
一
川
一

f

ス
カ
務

j
…

門
間
関
〕
制
執
は
小
作
品
崎
号
機
ち
て
行
む
晴
雄
郁
仰
が
生
じ
ま
す
。

ζ
れ
者
の
た
め
に
ふ
作
判
明
者
鉄
総
し
一
山
一

A
r
i、
一

い
ま
す
が
、

ζ
2
5
f
Z
T
i事て
お

け

ば

、

そ

の

後

務

者

ま

ぬ

一

…

川

町

判

利

引

薬
品
鮭
険
会
が
決
め
た
綴
化
け
持
脇
陣
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

ζ

の
が
れ
る
と
と
が
で
暴
ま
す
。
~

}

J

A

戸

生

ワ

ク

服

湾

っ
て
ま
い
り
ま
す
と
、
効
お
ん
は
、
ノ
よ
う
な
議
総
mw
幾
酔
開
設
は
法
務
自
閣
で
手
紙
義
者
一

細
聞
が
少
な
い
と
い
ゆ
で
受
り
と
~
訟
品
J

H

関
は
篠
務
者
が
ζ

し
ま
す
が
、
手
数
料
は
と
ち
れ
一
一
次
の
と
お
ち
小
田
川
マ
ヒ
予
附
別

ち
ま
ぜ
ん
や

ζのま
ま

放

主

事

長

れ

を

負

う

ζとがて
供
託
し
て
い
る
き
…
定
一
三
生
ワ
ク
チ
ン
附
遣
を
お

ζな

?
と
皇
制
判
滞
納
と
い
わ
れ
一
民
総
選
の
ζ

と
で
の
朝
間
合
で
震
を
つ
け
て
く
れ
一
一
い
ま
す
か
ら
、
費
者
は
泣
く

る

と

阿

国

い

ま

す

が

ど

う

し

た

ら

鱗

対

盤

す

。

ま

す

e

お
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
事
い
。

よ

い

で

し

ょ

う

か

。

高

官

震

で

は

霊

塁

手

続

き

の

く

わ

し

い

ζ

一
干
該
当
者
福
喜
一
一
一
十

円
き
一
級
義
務
の
線
刊
行
/
爵
~
雲
受
領
務
総
を
と
に
つ
い
て
は
法
蓄
に
お
に
ニ
九

ZU月
一
日
か
品
盟
十

絵
、
後
纏
考
の
行
為
に
よ
っ
て
/
に
し
た
と
き
は
、
そ
ず
ね
く
だ
さ
い
。
…
叩
年
一
塁
一
一
十
一
日
ま
で
の
副
向
後

妨
げ
ら
れ
る
ζ

と
が
あ
ち
ま
す
の
奥
行
mw
制
震
の
あ
っ
た
と
き
刑
判
総
し
た
金
は
、
仲
間
務
潟
、
主
山
路
〈
第
二
岡
山
日

5
…
裕
和
潟
十
年

袋
持
植
者
が
絞
め
ち
れ
た
鶏
口
同
か
ら
、
儀
相
榔
翁
が
遂
滞
の
槻
践
に
ら
相
相
手
げ
い
供
泌
謁
増
加
邦
警
が
滋
ら
…
w

十
月
の
予
ゆ
此
)
一
一
糊
締
開
閉
和

場
一
燃
に
お
い
て
蝉
脱
停
刊
を
相
提
供
し
絞
ず
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
れ
、
担
相
手
は
ζ
の
滋
加
閣
議
げ
い
よ
二
三
十
九
年
叫
一
月
一
日
か
ら
削
閉
山
相

た
に
も
か
か
わ
ち
ず
、
臨
機
綴
者

ζ

の
よ
う
に
小
作
料
を
も
つ
っ
て
受
け
取
る
ζ
と
に
な
り
ま
一
川
ヌ
十
九
年
六
月
一
ニ
お
ま
で
の
織

が
そ
れ
を
受
綴
せ
ず
、
あ
る
い
て
い
っ
て
も
抽
刷
業
が
受
け
と
ち
す
。
ニ
生
閥
均
ハ
問
問
利
一
一
一
十
九
線
十
闘
月
第

l
i
i
i
j
l
i
i
、j
i
j
i
ι
山
一
一
的
自
の
淡
ん
だ
者
)

後
協
関
し
た
ち
あ
ま
ど
い
-
な
ど

w
軍
時
吋
開
問
午
後
一
時
時
三
十
分
か

ま

議

号

…

ら

午

後

一

叫

沼

崎

ま

で

、

出w
チ
レ
ど
の
ア
ン
テ
ナ
や
エ
ン
川

V
そ
の
偽
母
子
手
緩
と
胸
間
人

F
ツ
の
さ
さ
え
は
し
づ
か
ち
W

潟
地
相
川
淡
ぞ
お
持
ち
く
ど
き
い
。

し
て
い
る
か
。

M

B
副
棋
は
次
の
と
お
ち
で
す
。

綴
気
器
系
は
柑
物
品
期
や
緩
動
げ
や

m
m
|
|
↓
i
l
l
-
-
i
j
i
l
l
…

よ
っ
て
後
嗣
胸
部
分
の
本
れ
か
ゆ
町
一
胤
嶋
一
綬
校
納
税
校
校
校
一

一

…

学

学

学

学

学

孝

一

る
ん
だ
り
し
ま
す
と
、
核
綴
綴

v
一

~

小

小

小

小

小

小

一

塁
還
し
て
警
の
草
花
…
一
三
叫
公
叫
ん
と
に
時
五
一

な
ら
ま
す
。
家
庭
で
蛸
開
制
中
な
も
ご

i
了
i
i
!
l
i
!
j
l
f

一

の
は
障
問
調
掛
明
、
き
ま
す
が
、
う
ま
山
一
日
…
W
M

沼
紛
叫
印
刷
抑
制
叫
一

〈
鯵
捌
唱
が
出
来
な
い
と
患
っ
た
山
山
口
以
門
同
十
件
し
は
U
門
M
l…

ら
民
続
出
用
あ
る
同
地
白
書
へ
護
鳴
ら
ふ
弁
戸
水
の
一
斉
摘
調
務

欽
漏
相
し
て
く
だ
さ
い
。

山
弁
一
一
戸
水
市
W
A
品
附
町
一
斉
岡
崎
申
御
幸

;
}
1
1
j
i
l
l
p
i
{
{
f
N
次
の
と
お
り
お
ζ

な
い
ま
す
。

省
壌
の
山
市
で
も
…
養
育
い
務
災

w
V
議
制
抑
制
附
布
玄
月
一
一
小
開
閉
日

を
そ
な
え
て
い
る
。
川
か
ら
五
月
一
一
十
句
臼
ま
で
n

し
た
が
っ
て
と
の
議
畿
は
、
山
亨
一
流
河
端
的
審
五
月
ヌ
十
日

自
由
旗
、
李
総
織
万
を
佐
腕
一
す
る
一
環
境
衛
生
機
員
募
集

融
問
カ
が
あ
ら
わ
れ
、

ζ

の
品
地
方
"

が
は
じ
め
て

g
本
市
代
隣
家
の
…
務
幾
人
員
一
一
段
明
、
応
募
資
格

一
認
と
な
っ
た
滋
時
の
事
総
問
者
…
十
八
才
以
上
限
十
オ
求
総
ゆ
男

山
子
、
位
付
調
峨
磁
税
制
の
う
え
柏
町
め
ま

鯵
く
た
め
の
カ
ギ
を
に
ぎ
る
音
"

山一

7

h

!

6

i

"

t

d

。

墳
と
い
ゆ
っ
と
と
か
で
き
る

μ向
義
絞
殺
は
玄
口
月
一
一
十
ぜ
品
目
M

ま

ま
な
水
神
山
阿
波
墳
は
代
議
的
問
h

=
的
で
に
履
旺
航
舟
官
者
持
参
の
う
え
、

な
協
約
の
様
方
後
m
m
摘慣れり形、刀
d付
総
務
欄
碍
時
職
員
係
立
で
お
い
e
p

良
く
回
開
悌
附
さ
れ
て
い
る
ぷ
匂
も
山

f
F
、
α

た
い
へ
ん
索
綾
な
漂
海
で
み
る
い

f
l
L

出
明
言
滋
や
副
閑
却
費
削
主
主
す
一
五
月
の
務
先
制
議

る
だ
け
で
な
く
、
発
綴
に
よ
っ
山
ヌ
月
十
附
問
符
世
相
役
究
所

て
本
来
の
お
織
の
泌
を
復
元
す
M

双
月
二
十
一
閃
綴
北
茨
凝

る
ζ

と
民
よ
っ
て
、
約
方
後
m
内
山
五
時
汀
ス
十
八
百
同
満
開
工
会
館
'

と
の
淡
犯
の
一
つ
の
基
準
と
す
山
待
機
は
い
ず
れ
の
会
場
と
も

る
ζ

と
も
鶏
終
き
れ
る
の
で
あ
山
午
前
十
時
吋
か
ち
午
後
一
一
一
時
吋
ま
で

る

。

山

で

す

。

こ 際和4自然 5月16隠発行一一一一一(2)一一一一

園111歯師覇醐醐醸

i碗総40年 3fl31El潟在

努 16，239人〈鋭fllt148人綴)

女 16，ω4人〈グ 145グ〉
計 32，93話人( グ鈴3// ) 

鐙鯵数 7，4091投鯵( //7卦披務f襲}

3jきの人 1=1激怒

{努) (女善t)
38人 20人 58人

17人 11人 28人

2M入 196人 40告人

77人的人 137入

1告2陸揚

23 11 

420 

靖
彦
君
・
葉
子
ち
ゃ
ん
一
等
に

乳

鬼

の

一

斉

検

診

お

わ

る

組
問
っ
て
い
ま
す
が
、
平
均
体
滋

以
下
mw
赤
ち
ゃ
・
ん
が
首
名
ほ
ど

い
た
ζ
と
は
湾
問
見
托
つ
い
て
潟

え
き
せ
ら
れ
る
附
附
閥
胞
を
含
ん
で

い
る
よ
う
ぞ
す
。

由
開
発
げ
い
熱
心
な
ζ

と
は
よ
い

と
と
と
は
慾
い
ま
す
が
、
み
ま

ち
鴇
仰
拙
脚
騨
到
に
な
る
の
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
。

た
と
一
回
の
一
斉
検
診
の
綾

田
郡
.
た
け
で
は
、
そ
の
氷
ち
ゃ
ん

に
正
時
障
な
制
判
阪
を
く
だ
す
ζ

と

は
明
、
き
ま
せ
ん
。
縁
日
付
お
と
な

一役一一

受
診
率
は
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
安

上岡瑚
h

リ
ま
し
た
。

ζ

れ
は
間
体
後
容
の
割
問
問
加
に
つ

い
て
の
間
関
心
が
篤
い
ζ

と
を
物

問
問
丹
五
日
か
ら
削
間
続
け
十
二
日

ま
で
六
九
拭
崎
明
で
乳
同
月
mw
一
斉
検

診
を
お
ζ

な
い
ま
し
た
が
、
問
問

夜
ふ
十
個
名
の
受
診
殺
が
み
ち

後
亡
入
山
闘
機
務

叫
同
併
協

入
出
向

山
山
死
縁
部
執
転
転

っ
て
い
る
資
先
制
相
談
を
粉
闘
し

て
定
錫
品
開
に
添
ち
ゃ
ん
の
発
調
問

状
醐
闘
を
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。

今
問
闘
の
札
制
見
検
出
お
の
料
開
閉
端
、

明
十
鈴
よ
り
体
漆
一
・
大
・
均
荻
ぷ

多
い
赤
ち
ゃ
ん
壱
附
問
m
比
二
十
一

日
再
審
交
し
、
衰
の
と
お
り
緩

怠
乳
児
が
き
ま
ち
ま
し
た
。

明
暗
ゃ
い
話
題

品市野
m
関
車
門
限
恋
〈
脚
時
間
悶
寅
之
叫
樹
)

h
p
易
学
校
綴
六
点
、
そ
の
総
衣

輔
湘
ム
ハ
点
計
十
}
一
点
寄
生
部
抽
出
W

凶闘

づ
て
い
る
殺
蛾
閣
の
兇
蓄
に
あ
げ

て
〈
だ
さ
い
と
、
役
会
総
へ
ょ

せ
ち
れ
ま
し
に
。

品
市
滋
孫
子
一
・
か
を
ζ
と
し
悲
鳴
惜

し
た
術
品
八
年
一
絞
め
よ
い
子
た

ち
は
、
総
務
の
図
っ
て
い
る
訓
告

人
た
ち
の
た
め
に
と
一
千
七
夜

六
十
m
m
争
社
会
漆
へ
ょ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

く事自1小学校での乳児総務〕

事L!毘宅金書舎による後滋兜

の
使
舟
は
正
し
く

棒
理
な
ど
…
宿
泊
あ
る
鹿
で

わ
た
く
し
た
ち
の
生
翁
の
や
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ま
わ
き

で
鐙
気
の
は
に
す
後
綴
は
非
常
に
次
の
よ
う
な
と
と
は
な
い
で

花
火
事
く
、
務
殺
で
は
滋
気
が
・
し
よ
う
か
a

な
か
っ
た
ち
役
務
す
る
挙
が
守
谷
く
い
ち
な
ど
で
と
め
て
機

κそ

主
な
い
ほ
ど
議
裂
な
も
の
と
江
わ
せ
た
コ
ー
ド
。

っ
て
き
ま
し
た
。
震
対
地
は
絞
に
@
ノ
ケ
ッ
ト
か
ら
総
本
も
コ
i

然
主
主
い
も
の
明
、
ム
日
銀
約
認
知
悦

F
を
引
泌
す
タ
コ
窓
際
線
。

閥
附
す
れ
ば
、

ζ
れ
ほ
ど
後
粍
な
綴
後
会
擦
の
品
川
付
ヒ
ュ
ー
ズ
の

も
の
は
み
れ
J

ま
せ
ん
、
し
か
し
か
わ
ち
に
紛
い
絞
殺
な
ど
を

筒
逸
っ
た
緩
い
中
々
を
す
る
と
、
俊
足
。

と
れ
ほ
ど
飴
抽
出
な
も
の
は
あ
ち

m
w
闘
機
線
を
と
あ
で
あ
る
鶴
子
が

る。

ζ

れ
は
お
rM
代的
W

孜
孫
子
議

万
骨
骨
凡
料
慌
し
だ
妥
前
倒
の
代
々
の

肯
舗
と
考
え
ら
れ
る
。

水
抽
円
山
+
向
博
棋
は
そ
の
キ
で
も

最
も
火
器
く
、
ま
た
ご
都
中
白
い

形
式
の
総
方
後
円
演
で
あ
る
。

も
と
も
と
前
方
後
関
と
い
う

も
の
は
、
大
和
料
開
閉
泌
を
つ
く
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門
第
一
小
学
校
い
い
わ
第
三
小
学
校
〉
小
・
数
一
線
〉
曹
術
総
祥
一
大
〈
問
問
甲
小
金
融
榔
曹
鈴
木
潟

、
転
向

2
V鈴
木
問
問
?
?
〈
滋
糊
糊
〉
転
出
守
軍
中
野
血
相
手
〈
滋
総
〉
平
泳
小
)
曹
鈴
木
総
(
続
出
東
〈
組
制
一
戸
西
市
中
)
軍
機
努
次
郎

V
自
両
国
同
間
施
予
〈
滋
時
職
)
軍
育
問
的
W

V
ふ
蝿
醍
山
則
的
帆
割
対
(
約
百
一
AV〉
V

小
)
干
狩
滋
泰
子
〈
単
品
ケ
ぷ
小
〉
(
同
閥
単
品
ゐ
ふ
〉

小
学
ハ
滋
惜
鞘
)
曹
m
悶
縁
側
明
診
〔
八
議
試
み
子
市
晶
子
(
叫
ん
ケ
筏
小
)
曹
智
凪
同
級
の
ぷ
〈
骨
陣
中
吊
小
)
転
入
H
ハ
本
山
内
側
関
〈
m
m
問
中
盆

、
木
市
開
小
・
鮎
税
制
問
)
V斉
淡
節
子
閥
的
文
滞
緩
叫
す
(
我
孫
子
一
小
〉
転
入
装
曹
渡
来
療
官
附
〈
新
聞
川
小
数
湘
蝋
V
V峯
島
問
畿
日
六
〈
市
川
川
二

〈
約
一
ニ
小
〕
す
捕
時
瞬
間
澄
子
〈
務
総
入
an曹
桜
沢
綾
子
(
一
小
〉
・
教
駁
〉

V
務
附
田
泰
鱈
〈
品
料
録
中
〉
曹
抑
脱
辺
…
復
帰
制
〈
純
一
…
ゆ
)

一
小
V
V川
村
篠
崎
悦
〈
験
問
中
北
軍
撤
耕
平
伸
子
(
山
間
関
小
)
W
V
良
子
中
)
曹
伺
伊
勢
俊
彦
(
揖
隣
同
中
仲
抑
制
V

一
諮
向
同
期
間
ハ
部
制
緩
閑
用
)
亨
楠
内
判
制

ゐ
小
〉
軍
機
災
綾
子
(
我
孫
子
三
官
時
乱
打
(
齢
制
将
棋
間
的
)
軍
帯
林
水
勝
手
小
〉

V
制
閉
山
寿
子
〈
輔
制
緩
合
小
)
機
〈
新
採
用
)
V
W縄
線
修
平

ふ
小
〕
亨
相
槌
湾
総
予
〈
相
関
北
中
)
{
新
採
間
関
)
軍
本
間
閥
単
骨
付
仏
〈
持
拍
手
潟
水
小
V

(

新
制
部
問
問
〉
甲
府
島
本
輝
総
〈
部
制

転
入

5
V高
問
調
到
へ
州
市
側
朋
笠
件
対
ハ
綿
綿
欄
間
小
学
校
〕
門
街
佐
小
学
校
〕
岬
郁
朗
mv

小
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曹

掛

仲

川

準

緩

(

湖

北

京

〉

、

S

ム

!

ハ

潮

崎

品
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別

学

校
υ

善
措
牒
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約
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小

@
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学

校

教

職

員

異

動

吉

日

軍

機

動

邦

夫

議

側

側

〉

入
門
流
山
間
索
中
)
曹
閥
的
叉
静
美

V
世
間
凝
血
出
〔
総
出
叩
V
V清
水
銀

ザ
ナ
(
我
孫
子
吋
ニ
ム
ザ
)
甲
山
押
絵
ス
転
山
川
5
V広
瀕
組
問
〔
臨
間
関
ゆ
卓
八
転
向
Ewh滋
初
江
〈
滋
時
職
〉
甲
子
〈
徐
時
糊
)
曹
伊
藤
つ
お
〈
設

省
、
半
。
〔
組
制
採
用
〉
守
谷
川
お
子
小
〉
曹
穏
泉
あ
い
(
師
同
議
小
〉
縁
日
告
恵
子
{
滋
総
〉
曹
滋
隊
代
孫
子
一
小
〉

〔部柏崎開削川
V
V
部
耕
一
層
曲
作
ヂ
ハ
新
亨
講
問
機
簿
久
子
(
流
山
肉
祭
小
〉
〈
潟
水
ニ
ふ
〉
齢
制
入
E
V清
水
町
応
一
一
細
部
(
新
制
持

線開出
)
V
笈
隊
一
後
夫
(
務
採
問
用
亨
河
野
滋
ハ
ド
綴
一
エ
小
)
転
入
H
U
智
中
原
琴
守
ず
〈
附
則
悶
T
北
照
)
軍
中
込
出
品
捕
時
〈
新
線
用
地
〕

)
曹
立
総
原
子
〈
料
相
制
博
問
〉
亨
齢
制
入
行
行
軍
中
市
原
鵡
出
品
大
ハ
田
山
中
品
中
〉
小
〉

wv
一
一
…
氷
山
部
地
陣
ザ
ナ
(
松
戸
中
甲
山
川
叉
レ
イ
子
(
新
採
用
〉
帯

伊
藤
つ
ね
〈
湖
北
中
〉
干
潟
師
副
総
γ
T
(
露
勢
小
〉
マ
国
時
期
開
小
〉

V
霞
徐
務
総
〈
新
緩
用
用
〉
ふ
〈
議
悦
尚
子
{
料
税
制
体
附
加
〉
曹
V

部間的廿

ハ
第
二
小
学
校
》
割
引
正
太
郎
{
融
持
ケ
谷
市
)
V
A
m

〔
殺
孫
子
治
学
校
U

妥
(
新
制
仲
間
的
)
曹
銭
関
阿
部
鞘
制
作

(
新
採
用
問
V

M

相
出
州
勢
〈
由
時
一
小
)

、毅山川

HWV隔
制
和
夫
〈
総
務
京
事
)
間
同
党
之
(
新
制
悌
悶
mv
亨
前
瞬
間
齢
制
山
同
日
干
今
剛
阿
久
議
(
鼠
問
中

em
ハ
市
住
中
学
校
八
日

、
松
入
住
曹
マ
ヤ
臼
井
一
立
〈
脳
内
線
小
千
代
子
門
組
制
採
用
〉
・
絞
炎
〉

V
弁
ト
ム
学
〈
枇
開
問
問
問
時
)
転
拘
判
長
V
務
中
車
線
蹴
刷
九
滋
時
鞘
)

・
校
師
時
)
軍
制
側
弁
隔
制
ザ
ナ
(
拡
税
制
持
〔
期
間
北
小
学
納
税
U

T

諸
問
調
雄
副
岬
聞
知
〈
居
常
生
替
市
内
〉

V

V
望
月
岡
削
閥
均
〈
治
市
叩
〉

問
問
〉
曹
叩
柏
崎
沖
市
晶
子
〈
新
篠
田
川
)
日
較
的
u
u
V
荒
芥
潔
〈
州
棋
界
南
部

nM
肉
門
野
ゆ
み
ネ
J

〈
終
結
ム
管
内
〉
転
入
日
亨
及
川
係
之
(
新
採
問
問
〉

金
百
寛
大
十
数
J
F
i
ト
ル
の
線

描
脱
者
絞
っ
水
弱
肉
食
後
は
我
採

?
?
属
探
火
の
お
携
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
由
州
曲
蹄
・
綴
柑
尚
総
論
万
骨
何

倍
押
で
悶
却
で
も
成
田
事
公
繍
悼
の
凱
閉

塚
古
境
、
州
市
潟
市
則
自
羽
田
四
十
M
媛、

間
同
楠
問
機
山
吉
壌
に
次
ぐ
大
中
肉
壌

で
み
る
。

献
時
で
は
と
れ
ま
明
、
畿
大
考
古

学
幅
削
減
府
議
花
町
内
の
議
機
品
川
擦

を
委
託
し
て
器
ま
し
た
が
、
的
吋

紺
ゆ
榔
執
は
水
神
山
財
務
機
の
発
認
を

委
設
し
ま
し
た
。

水
神
山
間
選
掛
慌
に
つ
い
て
は
綴

夜
の
と
乙
ろ
資
料
の
絞
捌
沼
市
で

す
が
、
そ

ω滋
遂
と
い
っ
た
よ

う
な
も
の
の
ふ
〈
畿
は
次
の
と
お

れツ打、かヲ。
我
孫
~
ず
即
時
は
衆
議
録
郡
市
内
で

後
も
念
演
分
慈
の
多
い
地
同
時
で

蕩
筏
州
知
ら
れ
て
い
る
お
捕
棋
は
約

七
十
議
も
あ
与
、
以
訴
に
拙
似
時
相

さ
れ
て
記
録
K
な
い
も
の
を
知
加

え
れ
ば
悼
総
数
一
台
墓
を

ιえ
る
で

あ
ろ
う
。
七
十
廿
携
の
大
部
分
は

待
機
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
ま

じ
っ
て
ひ
と
・
草
わ
大
き
い
ふ
ハ
せ
避

の
的
方
後
mm
綴
げ
か
鈴
ら
れ
て
い

{第三三事室主事便物語習得}

水
神
山
富
墳
の
窓
義

一
線
大
考
波
紋
d

研
究
家
仲
口
絵

後

与
、
は
じ
め
て
臼
小
都
心
磁
土
を

統
一
し
た
災
闘
掃
を
は
じ
め
と
す

る
波
畿
地
方
の
淡
擦
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
慾
終
の
際
援
由
形

式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
水
神

巾
川
被
績
は
、
初
制
村
郁
子
品
地
方
に
お

い
て
み
〈
和
抑
制
廷
に
隔
制
附
酬
し
た
相
官

代
の
豪
族
の
務
と
考
え
ら
れ
る

火
花
攻
説
明
後

κ下
総
闘
が
闘
機

か
れ
る
欲
的
、

ζ

の
鍬
万
に
は

問
州
緩
慢
と
い
う
掛
地
方
聞
出
家
が
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

ζ

れ
ら
の
ふ
〈
古
境
は
、
と
の
よ

う
な
品
地
方
問
樹
液
mw
議
長
(
問
問
逃
〉

の
緩
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も

水
神
山
中
肉
療
法
、
と
れ
ら
の
大




